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令和６年度（第２８回）「チヨダ地域保健推進賞」 

 

活動テーマ 

実験を用いた中学校への歯科指導 

～酸蝕歯を防ごう～ 

グループ名称･氏名(グループの場合は代表者名) 

海士町役場 健康福祉課 

代表者：高畑 洋子 

 

 

勤務先：海士町役場 

所 属：健康福祉課 

所在地：〒６８４－０４０３ 

島根県隠岐郡海士町大字海士１４９０ 

ＴＥＬ：０８５１４－２－１８２２ 

ＦＡＸ：０８５１４－２－０２０８ 

 

 

◇活動方針 

海士町は島根県の隠岐諸島の島前地区にある。人口 2,131人、出生数は 10～15人/年程度で、高齢

化率は 41.4%である。（令和 6年 3月 31日現在） 

町内の教育施設は保育園１校、認可外保育園１校、小学校２校、中学校１校、高校１校がある。歯

科医院は町営の歯科診療所が１つあり、歯科医師２名と歯科衛生士１名が常駐している。 

町では毎年保育園から中学校の各施設で歯科指導やブラッシング指導を保健師と歯科衛生士が実

施している。 

中学校への歯科指導は３か年計画を立て、養護教諭、歯科衛生士と内容や啓発媒体等を相談しなが

ら行っている。今年度のテーマは「歯と酸に関すること」であった。家庭内の時間や部活動で清涼飲

料水をダラダラ飲みする場面が多い中学生に向けて、飲食物などの酸に歯が長時間されることが原因

で起こる「酸蝕歯」について取り上げた授業を行った。さらに飲み物の酸性度を実際に測定してもら

い視覚効果を得ながら授業を行った。 

 

◇活動内容とその成果 

保健師がパワーポイントを用いながら酸蝕歯について講話を行い、飲み物の酸性度を予測・計測す

る。その後、歯科衛生士による染め出しとブラッシング指導を行う。  

対象：中学生 １～３年生（計４５名）に各１時間ずつ授業を行う。 

授業の内容：・酸についてどんなイメージを持っているか聞く。 

物を溶かす性質があり、体の中で一番硬いとされる歯も溶かすことを説明する。 

・脱灰と再石灰化のサイクルとむし歯との違いを説明。 

・酸蝕の進行について症例写真を用いながら説明。 

自分の歯に当てはまるものはないか手鏡で確認してもらう。 

・酸蝕歯の割合は１０～２０代でも３割程度が該当することや食生活の変化により酸蝕
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歯が増えていることを説明する。柑橘系を料理にかけすぎていないか、市販飲料を飲

みすぎていないか問いかける。 

・口の中の PH、エナメル質が溶け出す PH についてとお酢、お茶、水、ジュース（炭酸

飲料、果汁飲料）、牛乳がどのくらいの PHであるかを予測してもらう。 

・飲み物がどのくらいの PHであるか測定液で計測してもらう。 

グループで計測し、結果を発表してもらい、全体でそれぞれの PHを確認する。 

・歯は自然再生では戻らないため、歯を守るためにできる予防行動について伝える。 

 

〔授業で使用したスライド〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動成果 生徒の反応 

・酸は物を溶かすイメージは持っていたが、歯も溶かしてしまうことは考えたことがなか

った生徒が多数で、酸蝕歯についても全員が聞いたことがなかったと反応していた。説

明をうなずきながら聞いており、図を用いながら分かりやすく説明がでできたと評価す

る。 

・身近にある飲み物を調べた際には、「炭酸飲料はお酢と同じくらいの酸性度がある」「お

茶、お水は口の中と同じ酸性度である」と話し合っていた。実験を前のめりに試みる生

徒が多く、自身がよく飲むものはどれくらいの酸性度か質問する生徒もいた。 

・最後には「酸で歯が欠けると分かったので、ジュースのダラダラ飲みをやめたい。 

部活で飲むときはその後に水も飲むようにしたい」といった意見があり、酸蝕歯の影響

とそれに対する予防行動を考えることができていた。 
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◇今後の計画 

今年度初めて酸蝕歯に関する授業を行った。評価は授業内での発言や反応から行ったが、その後生

徒の行動がどのように変化したかは追えていない。その後の意識や行動変容についても調査を行い、

再度の啓発を兼ねられたらとても有意義であると考える。 

今後も継続して中学生向けに歯科指導を行っていくが、今回のように生徒の身近にある物を取り入

れ、実験で視覚的に捉えられるようにすることで、生徒の興味を引き記憶に残りやすくできると考え、

歯の健康に関する意識も向上することを期待する。養護教諭や歯科衛生士とも連携を取りながら、現

代の生徒に合わせた歯科教育を今後も行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


